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レイアウト 

テストボール 
ボール名： マニアック 

PAP⇒ピン： 5  ｲﾝﾁ  

表面加工： ポリッシュ 
ﾄﾞﾘﾙｱﾝｸﾞﾙ  50°ＶＡＬとのｱﾝｸﾞﾙ  40° 

 

比較対象ボール 

ボール名： クリーチャーパール  
PAP⇒ピン： 5 1/ 4 ｲﾝﾁ 

表面加工： ポリッシュ 

ﾄﾞﾘﾙｱﾝｸﾞﾙ  40°ＶＡＬとのｱﾝｸﾞﾙ  75° 

 

特性チャート  

 

 
総合評価  
 

マニアックとクリーチャーパールを比較してレポートします。 
マニアックの箱出し状態で投げたところ、スムースサンドされた表面のせいか、比較的手前からレーンをキャッ

チしてしまい、軌道も緩やかだったので、今回はポリッシュした状態で比較しました。 
ポリッシュしても軌道は緩やかなアークを描きますが、手前の走りが増し、シャープな動きになります。 
フレアポテンシャルのある新しいコアと、ソリッド系カバーの組み合わせで、予想していた以上に安定感を感じま

す。バックエンドで暴れることもなく、ラインを簡単に取ることができます。 
一方で、幅を取るボウリングには向かないと思われます。 
今回、ピン位置を５インチにセットしたのですが、マニアックの転がり感とフレアポテンシャルを生かすのであ

れば、４インチ程度でも良かったのではないか？と思いました。 
先ず、中間的なカバー＜S50＞のマニアックでラインを合わせ、先でのリアクションを求める場合にクリーチャ
ーやリンク、手前からのリアクションを求めるならブレイク系やバウンティを選ぶなど、組み合わせの工夫でたい

ていのコンディションに対応出来ると思います。 

株式会社 ダイフクキュービカエーエムエフ 
東京都港区芝２－１４－５ 芝千歳ビル 4階 
TEL.03-3456-2253 FAX.03-3456-2313 

60ft. 0ft. 15ft. 30ft. 45ft. 

ピンアクション 
 （内：悪・良：外） 

バックエンドの 

パワー持続 

（内：悪・良：外） 

安定感（内：悪・良：外） 

手前の転がり 

 （外：よく転がる・ 

すべる：内）   

スキッド

（外：長い・短い：

内）

曲がり幅  
（外：大きい・小さい：内） 

 ピン PAP CG バランスホール     マスバイアス 

当社の製品情報はホームページからご覧いただけます。 

http://www.dqa.co.jp/ � 
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